
Work Life&

内容
大学の業務の多様化と裁量労働制
過去のアンケートの解析結果[1]から
理系研究者の在職場時間、自宅仕事時間

大学院における教員の長時間労働

東京大学 江尻晶

•Plasma Conference 2017 

•姫路商工会議所 2017年11月20日-24日

インフォーマルミーティング「研究者の長時間労働について考える」

[1] 2012年に行われた「第３回 科学技術系専門職の男女共同参画実態調査」男女
共同参画学協会連絡会（2013）」からの抜粋データ（動物学会、生物物理学会、物
理学会所属者のデータ）を解析した。



変わりゆく大学（業務の多様化）

アウトリーチ
情報発信
情報公開

学内業務の多様化
（安全衛生、研究倫理、学生のケア）

各種連携

（共同研究、留学生、
産学連携、地域連携）

学会

人員削減

昔：象牙の塔

現代：開かれた大学、ホワイトな大学、サービス業的大学

教育
入学試験

講義、研究指導
卒論、修論、博論審査

最前線の
研究

小講座という小さな
組織で分業が難しい

専業・兼業
連携

日本の大学の問題：

知識人とし
ての兼業

裁量労働制
勤務時間を自由にできる。実労働時間は自主報告
（実質的には何も変わらない）
学生の都合に合わせると休日深夜の区別がなくなる。
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在職場時間ー自宅仕事時間

男女、分野、家庭の

状況等で大きく異なる

総仕事時間 = 在職場

時間 + 自宅仕事時間

を一定にしようとする

傾向があることが分

かった。



国立私立大学は総仕事時間
が長い。

機関依存性
自宅仕事時間/週に
家事育児介護時間/日ｘ５を加えると

女性は仕事以外に家事育児介
護に時間を費やしている。
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